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　　　　　　混合培養にお け るff　 P イズス 菌特異的増殖提進物質の 作用

　　　　　 （新潟大 ・工 磯 能材料 ， 対 匕シ紆 ムエ ，＊＊ 明治乳業  中研）〇三 灘克博 ＊ ，

　　　　　　飛 田瓢 鰲 暗 ，堀 内霧史 ＊， 俘爆 佳 久平 脚
， 金子 　勉 貅 ， 卷 【コ正 之

』 鼬鉱L プロ 財 ン 鬮 は 、 Bifid ・9・ ni ・ Gr・wkh 　 Sti・・ 1・t。 ・ （BG ＄ ・ビv イ ズ

ス 菌特異 的増殖促進物質）を焦 薩す る 。 本研究 では 、 プロ ピオ ン酸菌培養液に含

まれ る BGS の ビフ ィ ズス 葭に対する作購を 、 プ翔 ピオ ン 酸菌培養液を添加 した

連続培養に おい て 検酎 した 。 また、腸 内菌叢を想定 した ビフ ィ ズス 菌 lr　C／ostri
−

dium　perfr ’ngens の混禽譱審養を行い 、 混倉培養系にお けるBGS の 作用 につ い て

検討 した 。

＿一 ＿ビフ ィズス 菌と して Bifldobacterium 　ado ’θ 3   舵 ’s を、 代表韵

な腸内細菌と して C’o ＄ tridi“m 　perfringens をおもに 使幣 した。
　 B．　ado ’escentis

の 単独培養および S．　adeSescentis と Ciostridiune　perfringens の 混合培養は 、

Propionibaoterium 　f’

reudenreichii の培養上 澄み 液 を添加 した Tpyt ＆地 を緇い

て 行 っ た。 B．　ado 〜escent 　i＄の 連続培養に おい て 、 プ黙 ピオン 酸菌培養液の 添加率

を増加するに つ れて 、 B．・ adoles   ntis の 生菌数は増加 した 。 またB．　adofescentis

と C．　perfr 　ingensの 混禽培養系にお い て 、 プ調 ピオ ン酸菌培養液の 添加 率 を増加

す るに つ れて 、 0虐 創 ル 融 g 開 3 の増殖が抑え られ 、 違 に B．・ado ’escent ’sの 生菌数

が 多 くな っ た 。
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　　　　　　　オ ン ラ イ ン 乳酸 asン ト　il　一一ラ を用 い た プ eeピオ ン酸薗の 培養

　　　　　　　 に よ る ビフ ィ ズス 葭特異 的憎殖促進物質の 生産

　　　　　　 （新潟大 ・工
，

＊ 明 治乳 業  申研 ，

聯 エイプ ル  ）0 堀 内将史 ，

　　　　　　　 飛鎚秘憲 ， 豊 澤克博 ， 金子 　勉 ＊
， 梅沢　ee　＊＊ ， 卷 口 正 之

」鼬 廴プロ ピオ ン 酸菌が ビフ ィズス 蔚特異的増殖礙進物質 （BGS ）を生産す る

こ と 、 お よび BGS の パ イオ ア ッ セ イ に よる定量浤に つ い て既に 報告 した 。

’ ｝

本

研究で は 、 プロ ピオン 酸菌 に よる BGS の 効率的生産を灘的 として 、 膜濾過型バ

イオ リァ クター を用 い た BGS の連続生産に つ い て検酎 した 。 また 、 オ ン ライ ン

乳酸 コ ン トロ ー ラ を爾 い て 甚質で ある乳酸の 濃 度 を低 レベ ル に制御 した 培養 を行

い 、 そ の プ P ピオ ン 酸 菌の 繕 殖お よび 8GS 蛋産に 対する効果 に つ い て 検討 した 。

W W BGsec 産菌 と して Propionibacterium 　shermanii を使用 した 。

BGS 活性お よび各種有機酸の 濃度は 、 前報
1 ）

に したが っ て 測定 した。 碁質 と し

て の 乳酸 は 、 オン ライ ン 豼酸コ ン 91　as一 ラ （BF40  ： 端 プ以  ） に よ り供給 し、 培

地 申の 乳酸濃度を翻御 した 。 乳 酸を龠む培地を違続釣に 供給す る膜 濾過 培養 を行

っ た結果 、 回分培養に比 べ て BGS の 生産性を高め るこ とがで きた 。 親在 、 オ ン

ライ ン乳酸 コ ン トロ ー
ラ を購い て 培養液中の 乳酸濃農 を低 レベ ル に 維持 した培養

を行 い 、 BGS の 効率的な生産条件につ い て 、 検酎中で ある。

1 ）堀 内 ，飛田 ，三 澤，金子 、谷 ［コ ； 平成 8 年農 潤本農芸化学会大会要 旨集 ， p．127．
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